
計画例・演習



計画策定（演習）

演習のポイント

＜オリエンテーション＞（スライド 1）

　今日のスケジュールの確認、演習のねらいを再確認することで、しっかりと目的を持ち、積極的に演習に

取り組めるようにしましょう

　（ねらい）演習の目的を明確にする。

＜演習Ⅰ：事例の掘り下げ＞（スライド 2）

　事前課題を基に、グループで事例検討を行い、本人および家族の思い（希望する生活）を共有しましょう。

　（ねらい）

　◦本人、家族の思いを理解する。

　◦本人、家族の思いに寄り添えるようなチームを作る。

＜演習Ⅱ：利用計画、週間計画表作成＞（スライド 3）

　グループでの事例検討を基に、利用計画書、週間計画表を作成しましょう。

　（ねらい）

　◦本人およびご家族の意向を汲み取った利用計画を作る。

　◦支援者間の連携・協働を意識する。

＜演習Ⅲ：模擬担当者会議＞（スライド 4）

　グループで作成した利用計画書・週間計画表を基に担当者会議を行います。各自がそれぞれの役割を担う

中で、計画が適当なものか確認し、必要に応じて見直しをしましょう。

　（ねらい）

　◦本人および家族にとってわかりやすい会議を開催する。

　◦支援者間の役割の確認

　◦新たなニーズや課題の把握

＜演習Ⅳ：発表・グループごとに作成した利用計画を発表＞（スライド 5）

　（利用計画書および週間スケジュール）

　　各グループ発表を聞いて、全体で意見交換、スーパーバイザーからの講評

　（ねらい）

　◦他グループの利用計画、週間計画表を聞くことで、新たなる気付きや視点に触れる。

◦自分たちのプランを客観視するとともに、事例検討から見えてきた地域課題およびその解決に向けてど

のように取り組んでいけば良いか考える。
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＜演習Ⅴ：プラン再検討＞（スライド 6・スライド 7）

◦在宅移行時作成のプランに基づき、サービス提供がなされてきた中で、安定した在宅生活が維持継続で

きていた（本人および家族が希望する生活）が、本人および家族の状態像の変化、小学校就学というラ

イフステージの変化に伴い、プランの再検討が必要となった。

　在宅移行時には病院MSWのコーディネートなどがあり、医療的なサービスは整っている形で相談支援に

入ることも多いですが、今回は相談支援専門員が主にプランを組み立てていくことになります。

　（ねらい）

　◦現状に即したプランに変更

　◦病院MSWから相談支援専門員が主となってプランを作成

　◦中長期的な視点

＜演習Ⅵ：利用計画作成＞から＜演習Ⅷ：発表＞までは、初回の利用計画作成時同様のねらいや進行によっ

て行います。

＜演習Ⅸ：スーパーバイザーによるパネルディスカッション＞（スライド 8）

◦経験豊富なスーパーバイザーに積極的にわからないことや不安なことなどを質問しましょう。

　（ねらい）

◦重症心身障害児者等の利用計画作成をすでに行っているスーパーバイザーから生の声を聞くことで、よ

り具体的に重症心身障害児者等に対する相談支援・利用計画作成のイメージを掴むことができるように

する。

＜研修を振り返って＞（スライド 9）

　（ねらい）

　◦チェックリストに基づいた評価を行うことで、現状および今後の課題を明確にする。
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演習（計画策定）に向けて

　 3日目、 4日目は事例に基づいた演習となります（スライド 1・スライド 2）。

　演習はグループワークを中心に展開します。演習までの間に各講義の振り返りを行うとともに、事前に事

例を提示しますので、しっかりと事例検討をしてきてください。

　また、それとともに、演習では同グループの方々とはもちろんのこと、参加者の皆さんと十分に情報交換

を図り、今後同じ方向に向かって進む仲間（重症心身障害児者等コーディネーター）として、ネットワーク

を作りましょう。

＜演習のねらい＞（獲得目標）

　 2日間に渡る重症心身障害児者等に関する総論および各論の講義から得た知識を基に、本人、家族の意向

を汲み取った相談支援、また、医療・福祉サービス等との連携を図った利用計画とはどういうものかを理解

します。またそれとともに、自ら利用計画を作成する力、関係機関との連携や支援体制構築に向けての力を

つけることを目標として実施します。

＜演習内容＞

　事前演習を基に、グループワークを通して更なる事例の掘り下げを行い、グループとしてのサービス等利

用計画作成を行います。また、それに基づいた模擬担当者会議やグループで立てた利用計画の発表、スーパ

ーバイザーによるパネルディスカッションなどを通し、演習の獲得目標が習得できるようにしていきます。

＜演習にあたっての事前準備＞

　事例の読み込みおよび「サービス等利用計画・週間計画表」を作成してきてください。

　今回の演習では、国が例示した「サービス等利用計画・障害児支援利用計画書」の書式（スライド 6・ス

ライド 7）を使用します。

＜事前課題＞

　スライド 8・スライド 9は事前課題として提示するケースです（架空事例）。取り上げるケースは、長期

入院から在宅に移行する 1歳の女の子のケースとなります。自分がこの事例の相談支援をするとしたら…と

いうつもりで利用計画を考えてきてください。

＜重症心身障害児者等のサービス等利用計画作成のポイント＞

　事前課題に取り組むに際し、すでにサービス等利用計画を作成している相談支援専門員の方であれば、ど

のような視点で作成しなければならないかお分かりのことと思いますが、ここでは基礎確認とともに、重症

心身障害児者等ならではの視点も含めて、そのポイントを確認したいと思います。

　サービス等利用計画は、市区町村が国の障害福祉サービスの支給決定・給付決定（種類・量・頻度・期間

等）を行う際の根拠とする書面であるとともに、本人が望む生活を実現していくために、生活の各領域にお

いて、どのような支援（フォーマル・インフォーマル）を必要としているかを、書面に落として明らかにす

るものです。
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　スライド10は、重症心身障害児者等のサービス等利用計画作成のポイントです。3つの基本事項を挙げま

したが、特に②の視点はとても大切です。重症心身障害児者等とのコミュニケーションを図るのは難しく、

どうしても会話の主体がご家族になることで、一歩間違えるとこれは誰のための利用計画だろう？と思うよ

うなものになってしまいます。当然のことながら、重症心身障害児者等の利用計画においても本人の意向を

汲み取ったものでなければなりません。そのためには、①に挙げているように本人の疾患や障害特性を十分

理解した上で関わることが重要となるとともに、しっかりとしたアセスメント能力も求められます。

　次に、利用計画・週間計画作成の際に、どのようなことに留意しなければならないか、確認したいと思い

ます。

　スライド11は国が例示した「サービス等利用計画・障害児支援利用計画」の各項目に沿って留意点を挙げ

ています。特に、重症心身障害児者等の利用計画に留意すべき点は※赤字で記載しています。

　利用計画では、希望する生活の全体像をいかに掴むことができるかがポイントになります。それには、本

人および家族に対するアセスメントが十分にできていなければなりません。そして、それを踏まえたうえで、

総合的な援助方針が決定されます。

　また、重症心身障害児者等の場合、家族を含め、多くの関係機関（支援者）に支えられて、生活が成り立

っています。この利用計画書はそれら関係機関（支援者）が支援していくうえで各々の役割を明確に把握す

ることができ、連携・協働して支援していけるようなものであることも求められます。

　スライド12の週間計画表では、「サービス提供によって実現する生活の全体像」ここが、相談支援専門員

にとって、最も力の入れどころとなります。ここを読めば支給決定・給付決定を行う市区町村職員が「なる

ほど！」と思えるような内容で記載をすることが求められます。

＜スライド出典＞
　スライド 6・ 7　（出典：厚生労働省）
　スライド11・12　（出典：平成27年度長野県相談支援従事者初任者研修資料に一部加筆等）
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＜利用計画作成例＞～学齢期から成人期への移行ケースの利用計画～

　スライド 2は、学齢期から成人期へ移行する際のケース（架空事例）についての利用計画書です。

　スライド 1の基本情報からもわかるように、ケースは特別支援学校高等部卒業を間近に控え、新たなる生

活への期待と不安（本人）、主たる相談先であった学校を離れることへの不安（相談先がなくなる）や離婚に

伴う家庭環境の大きな変化に伴う不安（母）を抱えています。

　このようなケースに対し、考えられる利用計画がスライド 2です。

　利用計画書作成においては、エンパワメントやアドボカシーの視点を持ち、本人および家族の意向を汲み

取るように努め、また、関係機関が連携・協働して支援していくことができるようにも配慮しています。

　地域の実情等によってサービスの種類、量など、これが適切かどうかというご意見はあるかと思いますが、

参考例としてみていただければと思います。

（全国重症心身障害児（者）を守る会 重症心身障害児療育相談センター　等々力　寿純）
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